
｢一"誘導に従って導出できるようになっておこう､ お決まり
のパターンである｡

｢↑円運動の運
動が_

mジニFの式である。

m?=F
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※○時に
は幽

兆 ん
⇒いでだ・・・の

（イ①式mだ=k？を変形して½mびの形を作る。

⇒ mぴー=k?
⇒ Imび=2い、これがKである

（ウ
（イ）の運動エネルギーと、静電気力による位置エネルギーを合計して

E = K + U

= ジ - k ?
=-22- 9m ij ②



すり続き
ここで話はがらっと変わる。

量子のは軌道の円周は､ ド・ブロイ波長
入の整数倍になる､
なでながら？だわさる長さの軌
道のみ
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にく
く
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なるので？の分ががいの
軌道は、入が5個分でぴったりの
円周となるのだ。

ド・ブロイ波長が入こmntなので量子条件の式は

2 兀 a = n 入

⇒ 2大a=Minh
i . mひa=n・立川エ）

（オ
AをAnとして、（二）式 mひa=N・たんを変形してひこ2mon

n

これを①式mだ=Kなどに代入して、

mれいたk! i an=meikm_2.tw



続きコ、か
EをEnとして、②式 E=一では2に（木）のaを代入すると、

En-2（4！
=一でどーで

このエネルギーのこ一を l一
_一～､ ギ-_-準1

なんまいだ"い
う｡

はでてくる光は
エネルギー準位の差分のエネルギーを持っている。

-エネ⊛E n エネルギー準位の減った分は

に

&

で

#

の
光子のどいで-Eは

E = h r⊕① いい光子
よってEn-En=hr
波の式ひ=f入よりC=V入なので
En'-En=と，、
（キ）



と，続き
（キ）の式にEnを代入して整理する。

と=En-En
=トー・ド（- （一のド
=

2がどだは-m)
i . * = 2 1でで（ T-T）がーーーー，m

（ケ
2、とをRとすると、（チ）の式は

* = R (1 - 1（ケ）
※問題1578の式の導出となる。
炎曇とギーでなすののできとネージする。

たんたんとンで､ なすのの
な ってな。で最E！んだけ 彧！！痎！
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う
こで∉だ=ーなうでどっこいしょ
減少する｡ 一一......n=1IE、（エネ最


